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示された如く，ｓｏの代りにＡＬをもってくる。換言す

れば，反応又は判断は絶対閥よりむしろ主観的尺度の中

性点としてのＡＬと当該刺激との対数尺度上の距離によ

って規定される．かかる判断の基準点としての順応水準

を規定するものとして，彼は次の三種の刺激を考える。

すなわち，（１）注意の熊胤となる当而の刺激，（２）共

在するあらゆる刺激（背斌刺激及び文脈刺激)，（３）残

存刺激（過去経験或いは有機的要因）であり，ＡＬはこ

の三群の刺激の加重幾何平均により近似的に表わし得る

ことが種/4《の実験から明らかにされた（IIelsonl938，

1947)。その一般式としては次式が与えられてし､る。

ｌｏｇＡｒ＝た,logRs＋A21ogRo＋たs1ogR,．〔２〕

ここでＡ,．,Ｒs,庇６，Ｒｒは夫々ＡＺ,，系列刺激，背蛾

刺激，残存刺激を表わす。

たとえば挙錘実験からⅢlらかにされた如く，主観的重

さの判断は当該刺激が属す系列の他の刺激の仙に依存す

る。今，８８９～1049まで４９ｓｔｅｐで変化する５種の重

量の刺激を単一刺激法によって判断する場合，系列刺激

に更に他の刺激が加えられたり,又は係留刺激(Anchor；

各系列刺激の間に挿入される刺激）が与えられると主観

的判断の分布曲線は異ってくる。第１図に示された如

く，系列刺激より重い２６０９が挿入される場合には判断

の分布曲線はより軽い方向に移行し，一方，より軽い

409が挿入された場合には判断はより重い方に移行を示

した。Helsonはこれらの判断の移行を文脈刺激に基い

た』Ｌの移行により説別する。挿入刺激として２６０９が

与えられるとＡＬはより爪い方向にひきあげられ，従っ

て，判断の方は逆にひき下げられる。これに対し，より

軽い４０９が挿入されると丁度逆の変化が生ずる。その

（１）

一定の刺激に対する我々の知覚或1,,は判断行動は，当

該刺激特性のみに基いてなされるのではなく，共在する

他の刺激，例えば，背景刺激とか隣接刺激，或いは先行

刺激，また過去経験等々に依存してなされるということ

は主としてゲシタルト心理学の分野での多くの研究によ

って明らかにされ，そこに関係枠(frameofreference）

或いは関係系（Bezugssystem）なる概念が導かれた。

Helson，Ⅱによって提出されたＡＬ理論（theoryof

adaptation,level）は，上述の概念をそのまま蹄製する

ものではないとしても，共通の埜礎に立っていること

は否定出来ない。すなわち，llelsonのＡ－Ｌ理論は判

断における関係枠の重要性，又刺激成員間の力学的相互

依存性を認めることを出発点とし，判断の基準としての

関係枠を数lIt化しようとする一つの試承であるといえ

よう。Helsonによれば，我々の判断は，それが如何な

る次元のものであれ，主観的判断尺度の中性点(neutral

point)或いは零点（zeropoint）に基いてなされること

を明らかにし，かかる判断の基準点を順応水準(adapta‐

tionlevel）と名づけた。Michels及びHelson（1949）

は，反応の大きさはその刺激がその時のＡＬからどの経

度距っているかということによって規定されると考え

る。従って，反応の大きさと４Ｌとの関係は次式で表わ

される。

／＝ＫＩＯｇＸ－ＫｌｏｇＡ 〔ｌ〕

ノは判断，Ｘは刺激，ＡはＡＬｂＫは定数を表わす。

Fechnerの法則においては，Ｓ尺度の単位が絶対1蝿ｓｏ

であるのに対し，Helsonの理論においては，〔１〕式に
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蛍，新しい判断尺度を用いて判断がなされる。Parducci

(1957)は系列範閑の変化についての情報量を，判断され

る刺激次元以外の刺激特性を変化させる方法，及び，教

示により情報量に段階づけをすることによりこの仮説を

検討した。具体的に一つの実験を示せば凡そ次のような

ものである。系列刺激（刺激は円形図形でその大きさを

判断する）を印刷してあるとじこみ用紙を被験者に渡

し，各グループに次のような教示が夫狗になされた。

(a）‘‘Ｙｅｓｇｒｏｕｐ，'：この頁になし､刺激は次の瓦で再び

出てくるだろう。（b）‘‘Maybegroup”：次の頁で出て

くる刺激もあれば，出てこない刺激もあるだろう。（c）

"Ｎｏｇｒｏｕｐ”：この頁にない刺激は決して二度とは出

てこないだろう。かかる教示により帆まだ出てくるかも

しれない〃という期待の度合が段階づけされた。結果

は，情報量に依存して判断の移行が生じ，情報量が最も

大きかった(c)群で判断の移行が最も大きかった。この

結果から，系列刺激範囲の変化について，何らかのかた

ちで情報が与えられている場合には主観的判断尺度の移

行がなされるが，変化が全たく知らされず，期待されな

し､場合には系列範而の変化による判断尺度の移行は前者

に比して小さいことが指摘された。この事実は，主観的

判断尺度に及ぼす系列刺激の効果というものは単に現在

与えられる刺激の系列効果と考えるよりは，判断者が予

測する刺激系列の効果として考えなければならないこと

を示しているといえよう。

判断における系列効果の根底にあると考えられる二つ

の要因がここに明らかにされたわけであるが，これらの

要因の果す役割の疏要性は，更に次のことを示唆してい

ると云える。すなわち判断過程と確率学習の過縄との類

似性である。絶対判断においてどの判断カテゴリーが与

えられた刺激に適用されるかは，それまでに提示され製

各刺激の相対的頻度に依存する。このことは被験者はそ

れまでに学習した刺激出現の相対･的probabilityに基い

てどの判断カテゴリーをあてはめるかを決定すると考え

られる。かくの如く判断過程を確率学習の原理により説

明しようとすることの妥当性は更に詳細な実験検討を必

要とするものであるが，判断に及ぼす文脈効果のメカニ

ズムを理解する一つの足がかりを提供したと云えよう。

で系列刺激の範囲をより狭い方向に変化させた場合に如

何なる判断の移行が生ずるかを調べた。その結果，系列

範囲をより狭ぱめた場合には範囲の拡張に承られ愚よう

な判断尺度の移行はみられず，変化に対し抵抗を示すこ

とを見｝lＩした（この結果はⅧ大きさ〃の判断及び、音の

高さ〃の判断におし､て同様に示されている)。

Parducciはかかる系列範囲の変化の方向による羨

が，系列範|〃|の変化に対する弁別力，或いは変化につい

ての期待度により生ずるのではないかと考える。Pardu‐

cciがここで考えている刺激範囲の変化に対する弁別力

とは，操作的には刺激提示回数の相対的頻度として定義

されるものである。刺激の脱落による系列範囲の縮小に

おし､て，その変化の気づかれ易さは脱落刺激の移行前系

列での相対的頻度に依存する。相対的頻度が高い刺激で

あれば，その刺激の脱落は早くに気づかれるであろう。

一方，柑対的頻度が低く，前系列におl‘､て稀れにしか出

現しなかったものであれば，その消失による系列の変化

に対する弁別力は低いと考えられる。この要因をPar・

ducciは系列内の各刺激の相対的頻度の異なる条件を比

較することにより検討した(Parducci，1956)。実験群を

二群に分け，Ｐ群には系列のより小さし刺激がより大き

い刺激の８倍提示された（positiveskewedgroup)。Ｎ

群はＰ群とは逆方向に刺激分布が歪められた（negative

skewedgroup)。両群とも夫だの分布で判断した後に，

大きい方の刺激が取り去られ，系列の小さ（,､方の５佃の

刺激からなる新しい系列に対し判断が求められた。系列

の変化による判断の移行度をＰ群，Ｎ群につき比較した

ところ，移行前の系列の刺激分布の影緋が示された。す

なわち，脱落刺激の移行前系列での相対的出現頻度が商

いＮ群において判断の移行が早くになされたのに対し，

脱落刺激の相対的頻度が低かったＰ群では判断の移行が

なされにくい。また，移行後の系列刺激の平均が前系列

の平均に近似している場合に，殊に判断尺度の移行がな

されにくいことが示された。これらの結果から，系列範

囲の変化の方向による蓋を規定する要因の一つとして系

列範囲の変化に対する弁別力の差が明らかにされた。

更に，もう一つの要因として考えられた系列刺激範囲

の変化に対する期待の効果は操作的には変化に対する情

報量の差として定義される。刺激の脱落による系列範囲

が縮小する場合には，判断者はまだ出てきていない刺激

があるようだと考え，移行前系列の判断尺度をその雌用

い，判断尺度の修正の必要性に気づかない。これに対

し，系列範囲の拡張は移行前の系列にはなかった新しい

刺激が提示されるために被験者は移行に早くに気がつ
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最近の二三の研究（Parducci1960,Ｆ.Ｃ・Volkmann

l961）は主観的判断尺度の決定因として，与えられる刺

激系列の平均（mean）よりも，むしろ中点（midpoint：

系列刺激の両端刺激の平均値)及び中央値(medlan）が

’〃
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問題となることを指摘している。

IIelsonのＡＬ理論に基けば，上記の公式〔２〕及び

〔‘1〕に明らかな如く，主観的判断尺度の撫椛点として

のＡＬはほぼ近似的には系列刺激の平均値により代表さ

れうる。従って，もしも系列の平均値が蝉い､場合に

は，判断は系列の中点或いは中央値とは独立であり，中

点或いは中央価の値は主観的判断尺度になんら影柳力を

持たないことが予想される。しかしながら,Parducciの

研究はたとえ系列平均が一定に保たれている場合にも，

中点或いは中央値の変動により判断に変化が生ずること

を明らかにした。種為の刺激分布，例えば正規型，負或

いは正の歪承をもつ分布，或いはＵ型，短形型等の分布

を用いて検討した結果，ＡＬと系列刺激の平均値との間

には而線関係があることが示された（第２図)。しかし

ながら，系列の中点及び中央価を一定にした条件で平均

値を変化させた場合には，』Ｌ理論から予想されるよう

なＡＩ,の移動は見出されなかった。一方，等しい系列平

均の値をもちながら，系列の中点が変化する場合，換言

すれば両極刺激値が異なる刺激分布が与えられる時，及

びIＩ'央値が変化する場合にＡＬに移行が生じた｡.P〔,rdu・

cciはこれらの事実が判断過程に内在する二つの異った

倣向を示唆していると考える。その二つの傾向とは，

(1)刺激系列の範囲を辿統的次元として把え，それを棚

称的な二部分に分割しようとする傾向，及び(2)判断カ

テゴリーを等しい頻度で使用しようとする傾向，であ

る。（１）の傾向は判断の韮準点として系列の中点を選び

出すだろうし，（２）の傾向は系列の中央値に判断の荻準

点を求めることになるだろう。Parducciは主観的判断

の韮堆点の決定はこの二つの傾向に依存してなされ，両

者の妥協によりなされると考える。

この椛想の妥当性をParducciはＡＺ,の値の予測性を

theoryにおける岐近の問晒

muItiplercgressioI1analysisを用いて検討した。その

結果は鮒３図に示されるように系列の中点及び中央値に

よるＡＬの予測性が非常に商いことを示した。また，中

点或いは中央値のいづれかの変数を除外して分析した場

合には実測値AjE,の予測性が非常に低くなること,一方，

分析に平均値を加えることはなんら予測の正確度を高め

ないことを明らかにした。HelsonのＡＺ,理論において

中点及び中央値の飯要性が無視されたことは，大部分の

刺激分布においては系列の平均値が，中点と中央値の間

にくることが多いと云う事実に起因すると思われる。な

お，Parducciはこの中点一中央値の妥協説は絶対判断

の基本的過程の理解に有効であるのみならず，比較判断

の事態にも適用しうると主張している。すなわち，比較

判断において示される通常の恒常誤差(constanterror)．

及びＰＳＥに及ぼす比較刺激の両極の刺激の効果も，絶

対判断の過程に作用するのと同様な文脈効果のメカニズ

ムにより説明しうることを指摘している。
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鮒３図ＡＺ,の実測値と予測値との関係
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判断に及ぼす系列効果の砿要な要因として，ここに新

たに提出された系列の中点及び中央価の役割の求要性は

IIelsonのＡｊＥ,理論に若干の修正を加えることを要請す

る。中点の要因に関しては両極刺激の亜承づけを他の刺

激より大きくすることにより容易にこの理論の中に組み

入れられるだろう。しかし，中央値に関しては系列内の

全ての刺激が関与してくるために問題は簡単ではない。

たとえば，中央値の変化に影郷を及ぼさない刺激には重

承づけが索でよいわけであるが，これはＡＬ理論の基本

的原理である刺激のpoolingeffectと矛盾するだろう．

④八

Ｕ８ｏ

Ｃ１８

ｃ１２
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鮒２図‘4Z，と刺激平均との関係
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ｇであった。かかる報告は判断の移行が単なる判断尺度

の移行を意味するものではなく，生理的過裡の変化とし

ての感覚特性の変化を表わしているとHelsonは論述し

ている。従って，HelsonにおいてはＡＬの概念は生理

的過秘における順応を意味していると云えよう。一方，

S､Ｓ・Stevens（1958）は，判断の変化が順応の変化を表

わし生理的過程の変化と対応していると考えることに反

対している。Stevensは文脈効果に関してなされた諸

研究は，判断の移行が生理学的順応過程の間脳であると

するよりは，意味順応の間脳であることを示してし､ると

考える。それゆえにStevensはむしろ物珊的尺度の係

数にその類似性を求めることが適当であるという見解を

述べている。かくして，Stevensは文脈効果による判断

の移行は意味順応による主観的判断尺度の係数の変化に

対応することを主張している。

ここに提起された問題はその後,，.Ｔ・Campbell.,Ｎ、

A､Lewis,＆Ｗ､Ａ・IIunt（1958)，その他二三の研究

者により興味ある論点としてとりあげられてきた。Ｃａ‐

mpbellは意味効果の要因として，（１）場面に制限され

た，相対的反応言語，（２）新しい反応言語の学習，（３）

反応カテゴリーの制限，（４）判断者の内的教示，換言す

れば，実験者はカテゴリーの全部を使用することを望む

だろう，とか刺激系列は相称的であるだろうといった被

験者の期待，があるとし，これらの要因を除去した事態

で果して文脈効果が生ずるか否かを検討した。この日的

のためにCampbellは言語的判断を用いることをせず

に，図式的数の配列を用いてそのNo.で反応させると

いう方法をとった。叉，教示により（４）の要因をできる

だけ少くするように配慮がなされた。刺激は９個の斉調

である。結果は，このような事態でも刺激が閥する系列

に依存して同一音調に対する判断は異なった。すなわ

ち，意味効果をもたらすような要因ができる限り除外さ

れた場合にも文脈効果が生じた。従って，かかる文脈効

果は意味的なものであるとは考えられないことが示唆さ

れた。同様の結果がＳ､Fillenbaum（1961）により示さ

れた。Fillenbaumは係留刺激による判断の移行をカテ

ゴリー判断の場合とカテゴリーの数を制限しないｆｒｅｅ

choiceの事態で比較した。その結果，ｆｒｅｅchoiceの場

合には確かに判断の移行度はカテゴリー判断の場合に比

して小さかったが，係留刺激の挿入による判断の移行は

有意に示された。また，系列刺激範囲を拡大した場合に

もカテゴリーの数の増大は示されなかったことが報告さ

れている。Campbell及びFillenbaumによるこれらの

結果は判断における文脈効果を意味効果として考えるこ

社会学研究科紀要

かくして，中点，中央値によるＡＺ,理論の修正は，更に

詳細な検討を必要とするだろうし，両変数がどのような

割り合で主観的判断の基準点としてのＡＬを規定するの

か，また，その相対的重承づけを規定する条件が明らか

にされねばならないと思われる。

１

（５）

単一刺激法による判断に影響を及ぼす文脈効果の問題

は，上述の如く稲々な知覚現象において一致して見出さ

れるの象ならず，全ての我々の心理学的判断過税，例え

ば社会的価値側断，好悪の判断，或し､は美的判断におい

ても見られるものである（Ｗ､Ａ､IIunt＆Ｊ・Volkman，

1937：Ｍ､Sherif＆Ｈ､Cantril,1946:Ｓ､Ｅ､Asch,1940)。

IIelsonはかかる文脈効果はそれが如何なる領域のもの

であれ，全てＡＬの移行により説|ﾘＩしうることを主張し

てきた（Helson，1947,1959)。しかしながらここに一つ

の大きな問題が内包されている。それはＡＬの概念に関

する問題であるが，あらゆる領域に承られる判断におけ

る文脈効果がＡＬの移行として説明されるとしても，判

断の基準点としてのＡＺ,の移行は如何なる次元で生ずる

のかという間辿である。ここに二つの全たく異った次元

での変化が考えられる。第一に，感覚的生理学的過程で

の順応過程，と，第二に,判断における意味効果(sema‐

nticeifect）である。これらは全ったく異った次元の変

化でありながら，それが行動の変化として捉えられた時

にはまったく等しい現れ方をすることが注意されなけれ

ばならない．文脈刺激の変化による判断の移行は柵度感

覚，光覚等に見られるような感覚過程における順応をそ

の根底にもっているのであろうか。或いは特殊な反応体

系に基いた恵味効果であろうか。すなわち，単一刺激法

においてしばしば用いられるカテゴリー判断では，使川

しうる判断カテゴリーが制限されているために系列刺激

に変化があると判断尺度を再榊成しなければならず，そ

の結果判断に移行が生ずるといった，反応言語に制約さ

れた判断尺度の再構成に基因する意味効果であろうか。

この点に関するIIelsonの見解は明白であり，彼は感

性的刺激におけるＡＬの移行は感覚特性の変化に対応す

ると考える。この見解を支持するものとしてHelsonは

次のような被験者の報告を挙げている。挙錘実験におい

て２００９～4009の系列刺激を単一刺激法で与えた場合

と９００９の係留刺激を入れて与えた場合を比較して，あ

る被験者は、後者の場合の方が疲労が少なかった〃と報

告した。実際に被験者が持ちあげた重量の総和は前条件

においては1,5009であったのに対し,後条件では6,000

〃

’
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との不適切さを示唆するものと云える。

一方，Fillenbaumの1963年の研究は，文脈効果は生

理的過程に生ずるものではなく，意味的効果であること

を示唆するデータを提供した。Fillenbaumは５段階の

カテゴリー尺度で判断するグループと絶対的比率尺度で

自由に判断するグループとを設け、系列刺激変化（刺激

分布型或いは系列範囲の変化等）による判断の変化の度

合を両群間で比較した。用いられた刺激は高さは一定

で，巾が変化する種念の矩形であり，矩形の太さに関し

て判断がなされた。結果は，絶対的比率尺度群には文脈

効果は全くゑられず，通常の単一刺激法において示され

る文脈効果が，有効カテゴリーの数の制限というような

特殊な反応体系に基因せる意味効果と考えられることを

示した。

ここに明らかな如く，判断の基準点としてのＡＺの移

行が感覚過程における変化を意味しているのか，或いは

反応言語の意味効果によるものかの問題については諸研

究間に必ずしも一致が承られていない。この不一致の原

因として考えられるのは，意味効果の要因の統制の困難

さである。判断カテゴリーのｆｒｅｅchoice法，或いは

物理的用語による絶対判断法の採用が実験者が意図した

ほど意味的要因を除去し得たかどうかは疑問である。た

とえ反応が物理的用語とか表象的用語でなされたとして

も，他の系列刺激と相互に完全に独立した絶対判断がな

されたかどうかは疑わしし､。また，判断される知覚の次

元によっては，物理的用語による絶対判断がなされ易い

ものとなされ難いものがあるであろう。ＡＺ,の移行が意

味的なものか，生理的過程における順応によるかという

この問題に関しては上記の諸点を考慮しながら更に種々

の知覚次元に関して研究がなされることが望まれる。

HelsonによるＡＬ理論の妥当性は種食な検証実験に

より認められ，更に従来統一的に扱われなかった緒神物

理学的判断の多くの問題，例えば,判断の中心化傾向･時

間順位誤差などの問題に統一をもたらす理論として高く

評価されてきた。しかし，本稿において概観してきたよ

うにＡＬ理論にはなお解答を与えられるべき多くの問題

が残されていると云える。確かにＡＬの概念は仮説的生

理的過程により導き出されたものではなく，行動から導

き出されたものである。しかしながら，既に指摘された

ように生理学的過程での順応に対応を認める立場にたつ

理論であるならば，生理的順応過程における重要な要因

の一つである時間的要因について更に検討が加えられる

べきであろうし，また，感性的刺激に対する判断過程と

社会的Iilii値判断とか傭緒的判断等の過程との関係がどの

－－－
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マーマ

ようなものであるかが明白にされなければならないと思

われる。
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